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写真管理システム  入門マニュアル 
 
≪デモ工事を作成しましょう≫ 
 
この入門マニュアルでは、架空の工事を想定し、その工事の写真管理図表を 
実際に作成する構成になっています。 
実際の工事内容とは若干異なる点もありますが、「写真管理システム」の 
操作の流れを覚えていただくために、以下の内容でデモ工事を作成します。 
 
 
【デモ工事の内容】 
 
＜タイトル＞ 

工 事 名 …… ○○道路改良工事 

 工   期 …… H170105～H170505 

 工   種 …… コンクリート基礎工 

 請 負 者 …… △△建設 株式会社 
 現場代理人 …… 田中 一郎 
 測 定 者 …… 小林 二郎 
 担 当 者 …… 鈴木 三郎 
 
 
＜完成例＞ 
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工事作成 
 
 

 
工事情報を設定します。 
 

 

１．台帳管理システムを起動する      

 
デスクトップ上の「台帳管理システム Ver5」を 

 ダブルクリックします。 
 
 
 

 
 
 
 
 
「台帳管理」画面が起動します。 

 
 
 

２．「工事情報設定」画面を開く       

 
［新規］をクリックします。 

 
 

「工事情報設定」画面が起動します。 

［スタート］－［プログラム］－［台帳

管理システム Ver5］をクリックしても 
同様です。 
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３．工事情報を設定する          

 
 工事名称、工期、請負者名等の必要 
項目を入力します。 

 

 
 
ここでは以下のように登録します。 
 

 工事名称･･･○○道路改良工事 

 工期開始日･･･H17/01/05 

 工期終了日･･･H17/05/05 

 工種･･･コンクリート基礎工 

 請負者名･･･△△建設株式会社 

 現場代理人･･･田中 一郎 

 測定者･･･小林 二郎 

 担当監査員･･･鈴木 三郎 
  
 
「プラットフォームシステム」、 
「BEST-CAD」を購入しており、 
電子納品を行う場合は、 
「工事情報設定」画面左上の 
［基準案選択］（※）をクリック 
します。 

 
右の画面が表示されます。 

 基準案を選択して、［ＯＫ］を 
クリックします。 

 
 

選択した基準案の確認画面が表示 
されます。  
確認して［ＯＫ］をクリックします。 
 

 

 
 
 
 
 

工期開始日、工期終了日は必須

入力です。 

農林水産省、官庁営繕、日本 
道路公団の電子納品基準は 
別オプションとなります。 
（別途有償） 

※プラットフォーム・BEST-CAD で 

電子納品を行う場合はクリックします。 
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「工事情報設定」画面の入力が終わりましたら［登録］をクリックします。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●工事情報の入力内容については電子納品基準や事前協議の内容に準じます。 
 
 
 
 
 
         ・・・CORINS 入力システムで作成されたデータを読み込むことが 

できます。 

・・・TECRIS 入力システムで作成されたデータを読み込むことが 

できます。 

・・・電子納品（XML 出力）を行う場合に必須入力となる項目です。

            XML 出力時に、改めて入力することもできます。 

・・・電子納品（XML 出力）を行う場合に必須入力となる項目です。

            XML 出力時に、改めて入力することもできます。 

・・・Q-1 のシステム上、入力しないと先に進めませんので、必ず 

入力して下さい。 

 

※「CORINSデータ」…工事実績情報サービスから出力された、データです。 

 

※「TECRISデータ」…測量調査設計業務実績情報入力システムから出力された、 

          業務実績データ（業務カルテ）です。 

（黄色） 

（水色） 

（ｵﾚﾝｼﾞ） 
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写真管理 

システムの 

起動 

 
 

 

台帳画面から「写真管理システム」を起動します。 

  

 

 

 

 

 

１．写真管理システムを起動する      

 

①画面左側の工事現場台帳画面にて、 

作成した台帳を選択します。 

 

②画面右側の「写真管理システム」を 

ダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一覧表画面が表示されます。 

 

画面左側には「デジタル写真管理情報 

基準（案）」（以下、写真管理基準）に 

準拠した工事写真の分類がツリー表示 

されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

画面右下の       に 

チェックを付けると、画面切り

替え時、自動的にデータを保存

します。 

② 

P.3 で選択した基準が 

表示されます。 



 

 6

 

写真 

ファイルの 

取込 

 

 

 

写真ファイル（JPG,TIFF,BMP 等）を取り込みます。 

  

 

 

 

 

 

１．写真ファイルを選択する        

 

 ツールバーの［写真取込］をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「画像選択」画面が表示されます。 

 

①画面左側のツリーで、 

写真ファイルが保存されている 

フォルダをクリックします。 

 

②画面中央に写真ファイル名が表示 

されましたら、必要な写真ファイル名 

をクリックして選択します。 

 

 写真ファイルの選択が終わりましたら、 

［ＯＫ］をクリックします。 

 

 
 

 

 

 

 

●一括で範囲選択する方法 

選択したい１番上のファイルをクリックした後、キーボードの［Shift］キーを押しながら 

最後のファイルをクリックします。 

 

●個別に複数選択をする方法 

キーボードの［Ctrl］キーを押しながらファイル名をクリックして下さい。［Ctrl］キーを 

押している間はクリックするごとに複数選択できます。また、［Ctrl］キーを押しながら 

選択されているものをクリックすると選択解除できます。 

① ② 
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 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．写真ファイルを取り込む        

 

 「写真の取り込み」画面が表示されます。 

 

 ［ＯＫ］をクリックします。 

 

 取り込まれた写真は、「未処理写真」フォルダに 

 入ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①指定ファイルを持つ ……… チェックを付けると①で選択した写真ファイルが 

フォルダのみ表示      存在するフォルダのみ表示します。 

 

②*.JPG,*.BMP,*.TIF  ……… 取り込みたい写真ファイルの種類を選択します。 

 

③非表示 ……………………… チェックを付けると画面右側に画像を表示しません。 

写真ファイルを選択する速度が速くなります。 

 

④現在のフォルダを ………… クリックすると次回、「画像選択」画面を開く時に 

初期参照先に設定      現在開いているフォルダの状態を開きます。 

 

⑤クリック順に取り込む …… チェックを付けると写真ファイルを複数選択する際、 

クリックした順番に写真管理システムに取り込みます。 

●「複写元の写真を削除」にチェックを付けると、写真管理システムに写真ファイルを 

取り込んだ後に元の写真データが削除されます。 

 

●「※取り込んだ画像を他の場所にも保存します。」にチェックを付けると、写真ファイルを 

「写真管理システム」内に取り込むと同時に、任意に別の場所に保存することができます。 

メニューバーの［TWAIN 機器］よりデジタルカメラから直接写真ファイルを取り込むことが 

できます。TWAIN 機器のドライバの操作やインストール方法は、各アプリケーションの 

マニュアルやヘルプ等を参照して下さい。 

② ① ③ 

⑤ ④ 
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写真フォル

ダの作成 

 

 

 

各分類フォルダに工種フォルダを作成します。 

 

 

 

 

 

 

１．フォルダを作成する          

 

 工種のフォルダを作成します。 

出来形管理写真の分類フォルダを 

クリックし、メニューバーの 

［ツリー操作］－［新規］を 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．フォルダ名称を入力する        

 

新規フォルダが作成されます。工種名を 

「コンクリート基礎工」と入力し、 

［Enter］キーで確定して下さい。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

●工種フォルダの下位に種別や細別 

のフォルダを作成できます。 

●フォルダ名を右クリックし、［名称

変更］を選択すると、フォルダ名を

変更できます。 
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写真の 

移動 

 
 

 

写真取り込みを行うと、「未処理写真」フォルダに入ります。 

ここでは、取り込んだ写真を、各フォルダに移動します。 

  

 

 

 

 

 

１．未処理写真フォルダを開く       

 

 「未処理写真」フォルダをクリック 

します。 

 

取り込んだ写真ファイルが画面右側に 

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．写真を分類フォルダに移動する     

 

任意の写真を選択して、移動先となる 

フォルダ（例：コンクリート基礎工）に 

ドラッグアンドドロップします。 
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 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．印刷用タイトルを決定する       

 

 「写真移動」画面が表示されます。 

 今回は、以下のように選択し、［ＯＫ］を 

クリックして下さい。 

 

 タイトル名称 … 移動先名称に変更する 

 参考図 ………… 変更する 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●複数の写真を同時に移動する方法 

 

・範囲選択をする場合 

  選択したい１番左上のファイルをクリックした後、キーボードの［Shift］キーを 

押しながら最後のファイルをクリックします。 

・個別選択をする場合 

  キーボードの［Ctrl］キーを押しながらファイル名をクリックして下さい。 

［Ctrl］キーを押している間はクリックするごとに複数選択できます。 

［Ctrl キーを押しながら選択されているものをクリックすると選択解除できます。 

・すべて選択する場合 

 右クリックから［全選択］を選択します。 

●「写真移動」画面での選択項目について 

 

＜タイトル名称＞ 

・移動先名称に変更する。 …… 移動した写真の「印刷用工種」名を移動先の 

フォルダ名称と同じ名称に変更します。 

 

・移動先工種名に変更する。 … 移動先が種別や細別フォルダ等であった場合、 

移動した写真の「印刷用工種」名を上位の 

工種フォルダ名称に変更します。 

 

・変更しない。 ………………… 「印刷用工種」名を変更しません。 

 

＜参考図＞ 

・変更する。 ……… 写真に設定されている参考図を、移動先の参考図に変更します。

・変更しない。 …… 写真に設定されている参考図を、変更しないで移動します。 
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出来形管理 

写真の 

略図作成 

 

略図作成画面で、簡易 CAD 機能を使って写真に添付する 

略図の複写・作成を行います。 

  

 

 

 

 

 

１．略図を作成する            

 

出来形管理写真の「コンクリート基礎工」に 

使用する略図を作成します。 

右図の略図を見ながら、作図を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コンクリート基礎工」のフォルダを 

右クリックして［略図（未定義）］を 

選択します。 
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「参考写真設定」画面が表示されます。 

 

 ［新規］をクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

略図作成画面が表示されます。 

 

 ここで、作図機能を使って描画します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●図形作成画面での、図形の拡大・縮小が行えます。 

画面上の虫眼鏡マークを使います。 

 

倍率（＋）ボタン … クリックすると 10%ずつ拡大します。 

 

 

倍率（－）ボタン … クリックすると 10％ずつ縮小します。 

 

 

部分ズームアップ＆ダウンボタン … クリックするとクリックした部分を 

拡大します。 

右クリックするとクリックした部分を 

縮小します。 

 

●方眼間隔の設定は、ツールバーの「グリッドサイズ」で 

設定できます。 
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■図形を描画する            

 

メニューバーの［描画］－［多角形］ 

－［閉曲線］で図形を描画します。 

 

 図形の頂点を順にクリックし、 

 終点をダブルクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■図形の塗りつぶしを設定する      

 

図形を選択して右クリックし、 

［プロパティ］を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「プロパティ」画面の「詳細」タブを 

クリックします。 

 

②「ブラシ」の模様を斜線にします。 

 

③「塗潰色」を青色に設定します。 

 

④設定が終わりましたら、 

右上の「×」をクリックします。 

 

 

 

 

① 

② 

③ 

④ 

マウスの右クリックで操作中の処理を 

中止します。 

円、閉曲線等で囲まれた図形のみ 

塗りつぶしできます。 
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■寸法線を描画する           

 

メニューバーの［描画］－［寸法線］ 

－［実寸無し］から、両端矢印の寸法線を 

クリックします。 

 

 寸法線の始点と終点をクリックし、位置を 

 決定したら、マウスをそのまま動かします。 

 寸法線の位置が決定したら、再度クリック 

 して下さい。 

 

 

 

 

 

 

■文字を描画する            

 

 メニューバーの［描画］－［文字］－［文字］ 

をクリックします。 

 

マウスで、画面上に文字を貼り付ける 

枠を、ドラッグしながら作成します。 

（緑色の枠で囲まれます。） 

 

 

 

 

 

 

 

画面左上の文字入力バーに「幅」と入力し、 

 ［Enter］キーで確定して下さい。 

画面上に文字が入ります。 

 

 

 

 

 

 

 続いて、「高さ」という文字を 

追加して下さい。 

 

文字を訂正する場合はマウスで 

選択し、画面左上の文字入力バーで 

編集して［Enter］キーを押します。 

マウスの右クリックで操作中の処理を 

中止します。 

マウスの右クリックで操作中の処理を 

中止します。 
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■基準高のマーク（▽）を描画する    

 

 メニューバーの［描画］－［多角形］ 

－［基準高］をクリックします。 

 

 マウスで、画面上に基準高マークを 

貼り付ける位置をクリックします。 

画面上に基準高マークが貼り付けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

■矢印を描画する            

 

 基準高を指す矢印を描画します。 

 メニューバーの［描画］－［寸法線］ 

－［矢印］－［→］をクリックします。 

 

 矢印の始点と終点を右から左へ 

それぞれクリックして下さい。 

 

 

 

 

 

 

２．作成した略図を登録する        

 

描画が終わりましたら、画面左上の 

［決定］をクリックします。 

 

登録名称設定画面が開きましたら 

そのまま［ＯＫ］をクリックして下さい。 

 

一覧表画面に戻ります。 

 

 

 

 

 

［決定］をクリックせずに、［戻る］で戻りますと、作図した内容が登録されません。 

ご注意下さい。 

また、「自動登録」にチェック       が付いていると、画面切替の際にデータの 

保存を自動で行います。 

マウスの右クリックで操作中の処理を 

中止します。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●略図作成画面でのその他の機能 

 

・文字色、大きさ、フォントの種類、線の太さ、塗りつぶしパターン等は、画面上の 

「線属性バー」と「文字フォントバー」で変更できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

①フォント名称…選択した書体を表示します。▼をクリックして変更できます。 

②文字サイズ…文字の大きさを表示します。▼をクリックして変更できます。 

③文字色パレット…文字の色を変更できます。 

④線種…線の種類を表示します。▼をクリックして変更できます。 

⑤線色パレット…線の色を変更できます。 

⑥塗潰し色パレット…図形の塗りつぶし色を変更できます。 

・削除したい線や文字を選択して、右クリックメニューの［削除］をクリックすると 

 線や文字を削除することができます。 

 

・メニューバーの［編集］－［元に戻す］で、直前に行った操作を元の状態に 

戻すことができます。またメニューバーの［編集］－［やり直し］で、キャンセルした 

操作を再度やり直すことができます。 

 

・図形や文字を選択して、マウスポインタが「MOVE」表示の状態でドラッグアンド 

ドロップすると、図形や文字を移動することができます。 

 

※略図作成画面での詳細な操作については、メニューバーの［ヘルプ(H)］をクリックして 

「作図基本操作等の説明」を参照して下さい。 

① ② ③ 

④ ⑤ ⑥ 

●出来形管理システムで作成したデータ（略図、規格値、測点）を取り込むには 

 

「出来形管理写真」内の分類で右クリックし、 

［出来形参照］を選択します。 

「出来形参照」画面にて、取り込みたいデータを 

選択して下さい。 

※「複写項目」にて、取り込むデータ（名称、 

規格、略図、測点）を選択できます。 
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規格値 
入力 

 

 
出来形管理写真にその工種の測定項目（規格名称、規格記号、 
規格値等）を入力します。 
 
 
 
 
 

 

 

１．規格値を入力する           

 
 「出来形管理写真」フォルダの 
 「コンクリート基礎工」フォルダを 
クリックします。 
そのままの位置で右クリックし、 

 ［規格］を選択します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「規格入力」画面が表示されます。 
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①まず、１つ目の規格（高さｈ）を 
以下のように入力します。 

 
 規格名称 …………… 高さ 

 規格記号 …………… h 

 差単位 ……………… ㎜ 

 規格値（下限値） … -50 

 入力単位 …………… m 

 
 入力が終わりましたら、 
 ［Enter］キーを押し、確定して下さい。 
 次の規格へ移動します。 
 

 

 
 
 

 
②もう 1 つの規格（幅ｗ）を 
 以下のように入力します。 
 
 規格名称 …………… 幅 

 規格記号 …………… w 

 差単位 ……………… cm 

 規格値（下限値） … -7.5 

 入力単位 …………… m 
 
 入力した内容を確認し、［登録］を 
 クリックします。 
 一覧表画面に戻ります。 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

規格値の下限値（上限値）が条件により変わる場合は以下のように入力します。 

＜例＞法長が１０m未満の時は、規格値「－100」、 

１０m以上の時は、規格値「－200」の場合、以下の画面のように入力します。

●規格値の入力項目について 
 差単位･････････規格値の単位のことです。 
 入力単位･･･････設計値、実測値の単位のことです。 
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写真の 
データ入力 

 

 
各写真のデータを入力します。 
 
●出来形管理写真フォルダ内の写真の場合 
 設計値、実測値が入力できます。（あらかじめ、規格の登録が 
 必要です。） 
 
●出来形管理写真以外のフォルダの写真の場合 
 設計値、実測値は入力できません。印刷用メモが入力できます。 

 

 
■出来形管理写真フォルダ内の写真にデータ入力を行う 
 
「コンクリート基礎工」のフォルダ内に 
ある写真をダブルクリックすると 

「データ入力」画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
①「提出」「代表」「印刷」を選択します。 
 
       … その写真をXML出力する対象にします。（      のボタンが凹んでいる 

状態にして下さい。） 

         XML出力しない場合は、クリックして選択を解除して下さい。 

 

       … その写真を XML 出力の際に代表写真とする場合は、このボタンを押します。 
（台帳で選択した電子納品基準案に代表写真の項目がなければこのボタンは 
表示されません。） 
 

       … その写真を印刷対象にします。（      のボタンが凹んでいる状態に 
して下さい。） 
印刷しない場合は、クリックして選択を解除して下さい。 

 

 

 
 
 

①

②

初期状態では、      と      が選択されています。   
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②データを入力します。 
 
 ＜印刷用入力＞ 

 以下のように入力して下さい。 
 
印刷用工種 ………… コンクリート基礎工 

タイトル名称  …… 出来形検査写真 

撮影箇所  ………… No.1 

 高さ（ｈ）設計値 … 0.800 

      実測値 … 0.810 

 幅 （ｗ）設計値 … 200.0 

      実測値 … 200.2 

 
   
 
 ＜参考図＞ 

 「参考図」タブをクリックして画面を 
 切り替えます。 
 
 参考図タイトル等を入力します。 
 ［表示］をクリックすると参考図を 
表示できます。 

 （出来形管理写真の略図を作成（○ページ） 
 で登録した略図が表示されます。） 
 ［XML チェック］をクリックすると 

 入力内容のチェックができます。 

 

 

 
 
 ＜XML 用入力＞ 

 「XML 用入力」タブをクリックして画面を 

 切り替えます。 
 
 設定項目で未入力の欄に入力（もしくは 
 選択）して下さい。 
  

 

 
 
 

［追加］をクリックして、写真ごとに参考図を設定することもできます。 

●設定項目の色の説明 

 黄色・・・入力不可です。 
 黄緑・・・必須入力です。 
 水色・・・条件付入力です。 
 白色・・・任意入力です。 
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入力が終了しましたら、［XML チェック］を 

クリックします。 

 

赤色で表示される項目に問題があります。 

修正して、再度、［XML チェック］を 

行って下さい。 

 

入力が終りましたら、［登録］をクリック 
します。 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
■出来形管理写真以外のフォルダの写真にデータ入力を行う 
 
 「出来形管理写真」以外のフォルダ内に 
 ある写真をダブルクリックします。 
 「データ入力」画面が表示されます。 
 
 印刷用工種、タイトル名称、撮影箇所、 
 メモ等に入力できます。 
 
 入力が終わりましたら［登録］を 
 クリックします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●工種フォルダを右クリックし、［出来形参照］を選択すると、出来形管理で作成した 
工種名称、略図、規格値を参照することができます。 

●測点は「撮影箇所」に入力して下さい。 
●出来形管理写真フォルダでも規格を設定していない写真は、メモの入力になります。 
（設計値、実測値が入力できません。） 
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 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●写真管理システムで入力した設計値、実測値等のデータを 
 出来形管理システムで使用するには

 
①画面下の切替バーより［一覧］を 
 クリックします。 
 
 一覧画面にて、ツールバーの 
 ［出来形出力］をクリックします。 
 
 
 
 
②「出来形へのデータ出力」画面が 
 表示されます。 
 
 出来形管理システムへデータを 
 出力したいタイトルを選択し、 
 ［実行］をクリックします。 
 
 
 
 
 
※「出来形と連動する」にチェックを付けて出力したデータを出来形管理システムで編集

すると、写真管理システム側にもその編集内容が反映されます。逆も同じです。 
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